
議案第１号 

 

京丹後市まちづくり基本条例の一部改正について 

 

京丹後市まちづくり基本条例の一部を改正する条例を別記のように定める。 

 

令和７年１月２３日提出 

 

京丹後市長 中 山  泰 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

京丹後市まちづくり基本条例第３２条の規定に基づき検討した結果、市外の様々な主体と交流・連携し、まちづくりに活かすため、

所要の改正を行うものである。 
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（別記） 

京丹後市まちづくり基本条例の一部を改正する条例 

 京丹後市まちづくり基本条例（平成１９年京丹後市条例第５４号）の一部を次のように改正する。 

 第２８条に次の１項を加える。 

３ 市及び市民は、市外の様々な主体と広く交流、連携し、その知見や力をまちづくりに活かすよう努めるものとする。 

   附 則 

この条例は、令和７年４月１日から施行する。 
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京丹後市まちづくり基本条例(平成19年京丹後市条例第54号)新旧対照表 

現行 改正案 

京丹後市まちづくり基本条例 京丹後市まちづくり基本条例 

平成19年12月21日 平成19年12月21日 

条例第54号 条例第54号 

目次 (略) 目次 (略) 

前文 (略) 前文 (略) 

第1条～第27条 (略) 第1条～第27条 (略) 

(連携及び交流) (連携及び交流) 

第28条 市は、近隣自治体及びその他の機関等との情報の共有と相互理

解のもと、連携及び協力に努めるものとする。 

第28条 市は、近隣自治体及びその他の機関等との情報の共有と相互理

解のもと、連携及び協力に努めるものとする。 

2 市は、国際交流を推進し、国際的な視野に立ったまちづくりの推進

に努めるものとする。 

2 市は、国際交流を推進し、国際的な視野に立ったまちづくりの推進

に努めるものとする。 

 3 市及び市民は、市外の様々な主体と広く交流、連携し、その知見や力

をまちづくりに活かすよう努めるものとする。 

第29条～第32条 (略) 第29条～第32条 (略) 

    附 則 

  この条例は、令和7年4月1日から施行する。 
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年 月

（パブリックコメントを実施した場合は、その結果等を含む。）

　≪財源措置の状況≫ （単年度事業でない場合は、全体事業の見込状況を記入） (単位：千円)

○その他の計画(該当する場合のみ)

政策企画課 有・無
京丹後市まちづくり基本条例の
見直しについて（答申）

　≪政策等の実施時期≫ 策定年度

　令和7年4月1日から施行する。 計画期間

担当部局 担当課 添付資料（有の場合は、その名称）

市長公室

計画名称

市民参画・協働によるまちづくり

　≪提案に至るまでの経緯≫ 　≪総合計画等の整合≫

　≪政策等の必要性≫ 　≪将来にわたる効果及び経費の状況≫

R6.8.19
R6.9.27
R6.12.4～12.24
R7.1.9
R7.1.14

第1回京丹後市まちづくり委員会に諮問
第2回京丹後市まちづくり委員会
パブリックコメント
京丹後市まちづくり委員会から答申
例規審査委員会

総合計画
計画項目 21

　今後のまちづくりを進めていく上で、多岐にわたる課題を解決していく
ためには、より一層の市外も含めた個人、事業者、団体など多様な主体と
の交流・連携を進め、その知見や力を活かしていくことも必要であること
から、市外の様々な主体との連携を明確に示すため、その内容を規定する
必要がある。

　本条例の基本理念に沿った自治と協働によって進めるまちづくりを、よ
り効果的に推進することができる。

　≪政策等の概要≫ 　≪市民参加の状況≫

　本条例第32条の規定に基づき、この条例が京丹後市にふさわしいもので
あり続けているかどうか等について、まちづくり委員会への諮問、答申の
手続きを経て検討した結果、所要の改正を行うものである。

有　・　無

・パブリックコメントによる意見（R6.12.4～R6.12.24、意見2件）

総事業費 国庫支出金 府支出金 市債 その他 一般財源

【議会基本条例第8条第1項関係】

議案の
件　名

議案第1号
京丹後市まちづくり基本条例の一部改正について

政策等
の区分

計画　・　事業　・　条例

その他（　 　　　　　　）

政策等の形成過程の説明資料

令和 7 1  臨 時 会
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